
日  時 男子

会場名  （ M ） コート

19 - 17
17 - 11
17 - 11
15 - 15

審判名 副  審

選手名 背番号 得点 3ﾎﾟｲﾝﾄ 2ﾎﾟｲﾝﾄ
ﾌﾘｰ
ｽﾛｰ ﾌｧｳﾙ 選手名 背番号 得点 3ﾎﾟｲﾝﾄ 2ﾎﾟｲﾝﾄ

ﾌﾘｰ
ｽﾛｰ ﾌｧｳﾙ

島田　龍太郎(C) 4 26 1 11 1 1 田中　雄貴(C) 4 2 1

佐藤　正樹 5 0 平田　竜問 5 2 1

立見　圭悟 6 - 森安　良太 6 -

立見　友幹 7 - 藤原　世崇 7 -

岡田　聖士 8 21 10 1 4 池上　武志 8 0 3

服部　優志 9 9 1 3 2 大森　吉貴 9 9 4 1 2

梶原　大幹 10 0 岡村　竜生 10 19 1 8 3

勝田　順己 11 0 角谷　大成 11 6 3 3

野山　拓人 12 0 1 難波　唯人 12 14 2 3 2 1

能瀬　竜一郎 13 6 2 2 2 有松　隼弥 13 -

門田　欣也 14 - 梶原　壮真 14 -

堀川　樹 15 6 3 4 山北　陽太 15 -

佐々木　光樹 16 - 西本　早稀 16 -

竹島　和葉 17 - 青木　大聖 17 -

石田　達也 18 - 木岡　裕太 18 2 1 2

68 2 29 4 14 54 3 21 3 14

戦  評

12:00

笠岡総合体育館

新人戦と春季大会を制した岡山学芸館と３年連続５回目の優勝を狙う岡山工業の対戦となった。

１Ｑ　両チームともマンツーマンディフェンスでスタート。学芸館が⑧のフリースローと⑨のミドルシュートで先制する。対する岡工も

⑫，⑨，⑩らのミドルシュートなどで応戦する。残り３分，学芸館⑮のゴール下が決まり，１３－１３の同点となる。さらに学芸館④，

⑧が連続得点したところで岡工のタイムアウト。その後，お互い得点したが，岡工⑩が２本のミドルシュートを決めて追い上げ，学

芸館１９－１７岡工で１Ｑ終了。

２Ｑ　開始早々に学芸館⑬のドライブ，④の３Ｐとレイアップで得点しリード奪うが，岡工は⑩のミドルシュート，３Ｐなどで食い下が

り，残り２分で２点差まで追い上げる。その後，学芸館⑧が４連続得点し，さらに学芸館④のミドルシュートで差を広げ，学芸館３６

－２８岡工で２Ｑ終了。

３Ｑ　学芸館は④，⑨，岡工は⑪，⑨らが得点を重ね，互角の立ち上がりとなる。残り５分，学芸館が⑧，⑮の連続得点で４６－３２

とリードしたところで岡工がタイムアウトを取る。岡工はゾーンディフェンスで学芸館の攻撃に耐え，流れを取り戻し，一進一退の攻

防となり，学芸館５３－３９岡工で３Ｑ終了。

４Ｑ　立ち上がり，岡工⑩がドライブから２連続得点で追い上げを図る。一方学芸館は⑧の３連続得点で対抗し，さらに④がバス

ケットカウント１スローを決め，リードを広げようとする。岡工は⑫の３Ｐで食い下がるが，学芸館④，⑧の連続得点が決まり，最大

２０点の差がついたところで残り４分で岡工がタイムアウト。学芸館はベンチで檄を飛ばし，集中を図る。その後，岡工がオール

コートでプレッシャーをかけ，奪ったボールを岡工⑪，④らが確実に決めて粘りを見せたところで残り２分，学芸館のタイムアウト。

その後も岡工が激しいディフェンスで学芸館を苦しめようとするが，学芸館は落ち着いたボールコントロールでうまく切り抜け，学芸

館６８－５４岡工で学芸館が７年ぶり６回目の優勝を果たした。

決勝記録戦評用紙

第56回 岡山県高等学校総合体育大会ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ競技の部

決勝2017年6月18日

○  岡山学芸館 68 54 岡山工業  ●

主  審 岩田　友幸 柏木　琢磨，大嶋　将之

合   計 合   計

記載者 平松 芳明
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